















嶽百景』 の主人公たちの婚姻成立が聖婚と読者に認識されるように仕掛けた 『富嶽百景』 前後の史実と作品に言及する。
太宰の創作方法は、作品を完成させるために事実であっても取捨選択をし、現実生活を取材源としながらも改変し
たストーリーとするために、同時代から妄想小説（佐藤春夫）と呼称される事例は前稿で考察した。私小説を装っているが事実の枠組みをリアリティ確保の担保として使用しながら、小説の構築上、事実を改変して話中話を構成するので、その方法を「私小説的装置」と定義し、太宰の小説は、私小説的装置を駆使して執筆している作品であることも事例を挙げて前稿で考証した。
本稿では、 『東京八景』の元内妻Ｈの不自然な愚妻化し 書きぶりと、 『富嶽百景』前史となるべき出来事が完全に














九月「満願」 （ 「文筆」九月号）十月「姨捨」 （ 「新潮」三五巻一〇号）
○昭和一四年（一九 九）
二月「
I can speak 」 （ 「若草」一五巻二号）





（ 「秋風記」 「新樹の言葉」 「花燭」 「愛と美について」 「火の鳥」 ）
六月「葉桜と魔笛」 （ 「若草」一五巻六号一一月「皮膚と心」 （ 「文学界」六巻一一号）
○昭和一五年（一九四〇）
一月「美しい兄たち」 （ 「婦人画報」四三 号）※同年四月『皮膚と心』 （竹村書房）収録時に「兄たち」改題三月「老ハイデルベルヒ」 （ 「婦人画報」四三三号）四月「善蔵を思ふ」 （ 「文芸 八巻四号）五月「走れメロス」 （ 「新潮」三七年五号）一一月「きりぎりす」 （ 「新潮」三七年一一一二月「ろまん燈籠」その一 婦人画報 四四二 、二は一六年 月
○昭和一六年（一九四一）












が来たもので、 「富士山との対峙」が「東京という街との対峙」という意味合いで用いられている。 「百」が「八」なのは、東京で 生活が天下茶屋とは異なりはるかに長かったが、東京での生活はまだ未完であることと、あれこれあった過去はここで精算し新たなる未来がこれから広がる、という思いが「八」を選ばせていると考えられ
る（５）
。 「東
京」での小 を書く、と同時に継続も読者に位置づけたいわけである。 「富嶽（富士山） 」は一定期間の連続性に照射される主人公だが、 「黄金」は連続性よりも小過去を媒介に過去の 一断片を美化したいと考えられる。 『道化の華』三部作ほどで ないにせよ、連作という意識が「風景」を媒介に多少は働いているのだろう。
　　
これらの「風景」は、実際の風景ではなく、 「主人公のいる風景」を点描しようとしており、そこに苦悩し葛藤し
格闘する主人公が浮かび上 る仕組みとなっている。当然、 弘前 東京 出てきてからの主人公 描く『東京八景』は太宰の実生活として捉えられ 自伝的小説・私小説として 解さ てきた 、事実との齟齬 指摘され、テクスト論的に実生活と切り離 読むべきものという流れも形成され きた
（６）
。
他方、この時期の創作手法として 「先行する素材を再構築して作品化す 」方法 多用 ている時である。日記







書くという屈折した表現に転化されている。抱えた問題を処理できない解決できない場合に相手に大きな問題があったからこうなったんだ、 という被害者的逃避 構図が作用している箇所であるが、 ここでは事実隠蔽の事例として『思ひ出』に登場しても うにとどめ、先に進みたい。


































の友人がやつて来て、いつ行つてみても四人五人の客のゐなかつたことがない。酒は平野屋といふ酒屋から帳面で取寄せてゐた。食事は下宿でつくる客膳といふのを持つて来させ、酒の肴にはタラコだとかウニだとか花ラッキョウだとか、 そんなものを近所の漬物屋から取寄せてゐた。それが毎日 こと ので接客費もかさばつて行く。太宰が「晩年」を出した翌年 ことで、 彼の実兄の代理人（中畑さんといふ人）から送る金で都合つけてゐたが、とてもそれ は凌げない。下宿へも平野屋へも次第に借金が殖えて行つた。




檀一雄、伊馬鵜平などとともに発起し、 「青春五月党」と称する友誼団体を作った」として続け 女子美生と石神井池畔に遊ぶのを五月九日とする。六月二一日杉並区天沼一丁目二一三番地の鎌滝方に転宅する 、井伏の『亡友』はこの鎌滝時代の退廃を記しているのである。鎌滝時代は『亡友』が大変詳しいが、これらを承けて「年譜」は、












な女のひと、ごわせんでせうか」と中畑さんが云つた。 （略）嫁さんを郷里以外のところで捜さうとするのだが、私は適当な女性を知らないと答へた。そのころ私の知ってゐる若い女は、カフェーの女給以外には一人もゐなかつた。「いや、 女給さんで結構です」 と中畑さんが云つた。北さんも 「連れ子さへなければ、 誰だつて結構です」 と云つた。「女給から捜すのなら、修治君自身で捜せばいいでせう」と私は云つた。 「その代りに、カフェー通ひをしなくつちやいけませんね。カフェーに通ふお金を、修治君に充分に提供することですね。チップなんかも、けちけちするわけには行かないですね。 （略）その翌日あたり ら、太宰君のカフェー通ひがはじまつた。行くさきは新宿Ｔ字型街のスタンド酒場である。いつしよに出かける相棒は、 のころ荻窪川南の下宿にゐた塩月君にきまつていゐた。
先に引用した『東京八景』は、 「主人公の誠実さに気づかぬ社会によって裏切られ傷つき孤独に耐える姿」を求道
者のごとく描写するが、対照的に、この場面に対応する実際の太宰は、青春五月党をかわきりに、取り巻き連中と自堕落な生活を続け、井伏紹介女性との結婚を受諾するも太宰が相手と判るや相手側から一方的に断られ（食客がぶち壊したともある） 、井伏や北の合議で結婚相手を見つけるためにカフェー通いを一箇月ばかり続けたが成果はあがらない。 『亡友』は次のように記す。
太宰はカフェー通ひをする間も一人か二人の食客をまだ置いてゐた。 新宿Ｔ字型街に行く を止すやうになると、食客をつれて阿佐ヶ谷あたりのカフェーに行くやうになつた そのころ私は阿佐ヶ谷のピノチオといふ小料理屋の主人と懇意にして、しげしげそ 店を訪ねてゐた。
そんな切羽詰った俗物的な婚活をしているのである。 『東京八景』の、


























京八景』 の描写する世界のように天下茶屋につなぐ場面ならたしかに問題はないが、 実生活では青春五月党やカフェー通いや一方的な見合い破談等の、結婚への格好悪いあがきが 、自堕落な、食客たちとの共同生活の中でである。しかし、 『東京八景』はそこを一切描写していない。事実の隠蔽ともいえるこの処理は、小説構想上、不要だったとは言えない問題箇所である。これはやはり『富嶽百景』の聖婚を成立する めと第一読者である妻美知子へ 気遣いからではないかと考えざるをえない。
ちなみに美知子は「鈍感な私にも容易な作品とは思はれず、 「東京八景」が「文学界」の翌年の正月号に載りまし
たときも、五月に、実業之日本社から同名の単行本として出ましたときも、私には何だがおそろしいやうで 読むことが出来ません した」 （井伏鱒二編『太宰治集』上巻、昭 四、新潮社）と（鈍感は謙辞だが）書き記している。
愚妻化されるＨ


























数層倍苦しかつたに違ひない。手渡すその前夜、私は、はじめて女を抱いた。兄は、女を連れて、ひとまづ田舎へ帰つた。女は、始終ぼんやりしてゐた。ただいま無事に家に着きました、といふ事務的な堅い口調の手紙が一通来たきりで、その後 、女から、何の便りもなかつた。女は、ひどく安心してしまつてゐるらしかつた。私には、それが不平 あつた。こちらが、すべての肉親を仰天させ、母には地獄の苦 みを嘗めさせて迄、戦 てゐるのに おまへ一人、無智な自信でぐつたりし ゐるのは、みつとも無い事である、と思つた。毎日でも私に手紙を寄こすべきである、と思つた。私を、もつともつと好いてくれてもいい、と思つた。けれども女 手紙を書きたがらないひと 私 絶望した。
Ｈは、自分ひとりの幸福の事しか考へてゐない。おまへだけが 女ぢや無いんだ。おまへは、私の苦しみを知
つてくれなかつたから かういふ報いを受けるのだ。ざまを見ろ。私に すべての肉親 離れてしまつ 事が一ばん、つらかつた。Ｈとの事 、母にも、兄 も 叔母にも呆れられてしま という自覚が、私の投身の最も直接な一因であつ 。女 死んで、私は生きた。死んだひとの事に就いては、以前に何度も書いた。 生涯の、黒点である。
Ｈと二人で、雌雄の穴居の一日一日を迎へ送つてゐるのである。Ｈは快活であつた。一日に二、 三度は私を口











どの「過去の否定」から成っている。特にＨをめぐる記述は、 「前の彼女がダメな人でいかに取るに足りないか」の陳列である。故意に「初代を貶めることで得られるもの」を狙っている ではないか、である。これらの表現が生む効果をまとめ と次の項目が掲出でき 。





























代像を構成してい が、 『姨捨』や『東京八景』の影響下にある中での過去を追想している点は割り引く必要があるのではないだろうか。ただ、太宰が深く傷ついたのは『東京八景』でも十全に表現されており、ことに初代の相手小館善四郎につ ては手厳しく、





とえば後の『人間失格』等） 。初代との婚姻は実家から分籍除籍されるも「掌中の玉のように大事 して」いた もかかわらず、過去の行状・入院中の不貞など根底から覆す出来事に深く傷ついたのはこの画家断罪でもよくわかる。
昭和六年二月から一二年三月までの約六年間に及ぶ同棲生活について、初代は、























突然の心中をどう整理すべ かという苦悶があるのは明白である。けして『東京八景』に描かれるＨ ようなのんきな姿勢ではないと考えられよう。仮に表面的にはそうでも心中 大変複雑である。玉の輿にのるような相手であるだけに、複雑さ 重く存在したと考えるべきだ。そこを初代の性格が救いとなったわけである。
ここで想起されるのが、みよ（思ひ出） 、あつみ（道化の華、葉、狂言の神その他）の事実改変であ あつみは








































































た小説で、純粋な人々も、ピュアな見合い相手も、主人公を受け入れてくれ 母堂も、美談の場面も、事実を改変し、人物を削除し 役割 変更 美談を捏造して創られた虚構であることは前稿で既に考察した。別言すれば、 生活を素材にしているわけである。実際に、安定期と われる中期は、日記・歴史も などの先行す も 依拠する作品が多いが、自分の体験もまた「先行するも 」であり、小説のネタであり材料なの 従って実生活の体験あっても作中の事例と て作品の構想上 取捨し り改変したりして作品にリアリティーをもたらす私小説的装置として使われている である。
とすれば、 『東京八景』は何故に鎌滝時代や阿佐ヶ谷婚活場面やカフェー通いを無視するのか、である。本稿が引






トである。そしてそれは甲府を含めた富士山という聖域での物語である。これらが、聖婚を想起させるのに時間はかかるまい。そう、鎌滝時代等を描かないのもそのためである。太宰が「世界で三人尊敬してゐる女性」 （昭一一・九、井伏鱒二宛書簡）の一人とする、太宰 日常を良く知 井伏夫人節代は、女性であるのだから、 『富嶽百景』の作中に登場する条件は満た ながら、まったく存在すら感じさせないほど 消去は、実際のまずい過去を知りすぎている人物のためだからだろう 『東京八景』でもそのスタンスは変わらない 初代を知っていて初代に手厚い井伏夫人は消去なのである。そしてこの執筆動機は、再出発に際しての過去の精算 のだが、過去を過小評価することで新生活を始めている現在の妻美知子に対する配慮が伴走しているこ も判明してくる。というのも、上京から今日ま を総括的に描こうとし 『東京八景』でのＨの愚妻ぶりは作為的すぎるからである。同時に、第一読者 もある美知子へのこれからの指針にもな 働きも内包されている。当時の文芸批評や当時 作者が作品を執筆する意識やあり方 鑑みて、今日的なテクスト論の立場で解するよ に作品を執筆 たわけではないの 、ここは今後の美知子へ 指針にＨが反面教師的機能を持たされている作品効果も計算して ることも付記せねばならないだろう。
こうした「美化した物語」の公表が再び「新たな太宰像」を作っていくことも計算済みであろう。第一読者が現在



















（8）「東京八景」は昭和一六年一月「文学界」八巻一号に発表。同年五月刊の『東京八景』 （実業之日本社） 収録。湯ケ野の福田屋で昭和一五年七月四日から八日の五日間書き継がれ、一〇日か一一日かに脱稿したと山内祥史氏が推定している（第一〇次筑摩版全集三、平元 一〇、別巻「年譜」平四） 。 『東京八景』の本文は、第一一次『太宰治全集』５〈小説４〉 （平 〇、筑摩書房）に拠る。（9）花田氏は「 〈信頼〉―〈誠実〉―〈裏切り〉の往還」と公式化する（註
（5）、二五四頁） 。
 














（5）花田氏前掲書二四六～二四七頁。坂部のことは鈴木邦彦 『文士たちの伊豆漂泊』 （平一〇、 静岡新聞社） も参照。
（19）水上心中から憔悴して戻った初代が哀れで手を取り合 て玄関で節代が泣いたことを相馬正一氏は記しているが（ 『太宰治と井伏鱒二』昭四七、津軽書房） 、その後は井伏家に寄寓し、叔父吉沢祐（祐五郎）宅にいたことも想定されているが、 七月中旬、 青森へ戻るまでは太宰と会わないよう しつつも井伏宅にいたわけで（井伏節代「太宰さんのこと」 『太宰治・坂口安吾の世界』平一〇、柏書房） 、これには 少なからず関わっていたし、鎌滝の食客が憎らしいと思っていた節代は、美知子と結婚前の太宰の負の部分を井伏より繊細にそしてたくさん識っていた生き証人である。（20）もっとも東京出奔は企図す も結婚までは考えていなかったとの説や「あれほど 太宰が自分で選んだ女だ」という吉沢祐 説（後出・註
（27））も忘れてはならないが、後出の註
（23）の山岸の小説によれば初代への教養の違いを






（22）傳馬義澄「小山初代」 （ 「国文学解釈と鑑賞」七二巻一一号、平一九・一一） 。（23）たとえば檀一雄「小説太宰治」 「小説太宰治（続） 」 （ 「新潮」四六巻七・八号、昭二四・七、 八）のち『小説太宰治』（昭二四、 六興出版社）や山岸外史「初代さんのこと」 （ 「俳句研究」昭二五・一二）のち『人間太宰治』 （昭三七、筑摩書房 を交友があった二人の回想小説として今は掲出しておく。特に山岸のものは初代の姦通についての一般人とのズレを指摘しているが、多分に『姨捨』 『東京八景』の影響による再構築もあるように思われる点は注意したい。（24）花田氏註
（5）前掲書二四四頁。










（30）三谷憲正「 『晩年』以降（昭和十年から十二年）に描かれた女性像――〈情死の女〉と〈生活の愚妻〉と」 （ 「国文学解釈と鑑賞」七二巻一一号、平一九・一一） 。（31）以下の二作品の引用に際し、稿者が本文を補っ ところがある。（32）安藤宏「太宰治の実生活 関する新資料三題」 「 治研究」六号、平一一・六） 。（33）註
（30）前掲三谷氏論文。
二六
